
理科事例② 

2 学年 1 組 理科学習指導案  
 

 
1 単元  化学変化と原子・分子  
2 単元について  

(1) 生徒の実態  
 これまでに生徒は物質の化学的な変化に関しては，小学校で水溶液と金属の変化や
植物体の燃焼について学習している。また，1 学年で「身のまわりの物質」では，い
ろいろな物質の性質や状態変化，水溶液の性質などを学習し，実験結果から物質の変

化を考える能力を育成してきている。  
 この単元にかかわる生徒の知識としては，環境問題の話題や商品名などから，CO2

は「二酸化炭素」，H2O は「水」，O2 は「酸素」など，化学式を身近なものとして感

じているようだが，なぜ，そういう名称があるのか，といったことに関する興味や関

心は薄い。  
 しかし，生徒たちは実験をして物質が変化することに強い関心をもち，その理由を

知りたい，という意欲をもっている。この意欲を授業によってさらに高め，化学変化

に対する深い思考に結び付けていきたい。  
 

(2) 単元観  
  この単元に関わる学習指導要領は、次の通りである。  
ア   物質の成り立ち  
(ア) 物質を分解する実験を行い，分解して生成した物質から元の物質の成分が推定

できることを見いだすこと。  
(イ) 物質は原子や分子からできていることを理解し，原子は記号で表されることを

知ること。  
ここでは，これまでの学習を基にして，化合や分解などの化学変化における物質や

質量の変化を調べ，物質の変化やその量的な関係について理解させること，及びこれ

らの事象を原子，分子のモデルと関連付けてみる微視的な見方，考え方を養うことが

主なねらいである。観察，実験を行う化学変化としては，小学校での既習との関連や

日常生活との関連を考慮して適切な分解，化合の例を取り上げ，原子，分子の初歩的

な理解を図るようにする。また，観察，実験の際には，「身の回りの物質」で学習し

た物質の調べ方や物質の性質を活用できるように配慮する。  
次に，これらの事象から，物質は原子や分子などからできていることを導入し，化

学変化における物質の変化や量的な関係を原子，分子のモデルと関連付けて理解させ

る。その際，観察，実験から得られた結果を基に微視的な考え方を育てるように配慮

することが大切である。  
 

(3) 指導観  
 この単元を行うに当たって，生徒たちに理科への興味関心と読解力に関するアンケ

ートを行った結果が次ページの表のようになった。  
 ここからも明らかなように，理科の知識を得たり，それについて学んだりというこ

とが好きな生徒は多く，ほとんどの生徒はそれを苦にしてはいない。特に，実験・観

察については 76%の生徒が「好き」と答え，「嫌い」としている生徒は 10％に満たな
い。しかし，「結果についてまとめる」，「考察する」については約 30%の生徒が「苦
手」と答え，「考察について説明する」ことについては「苦手」，「嫌い」を合わせる
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と 50%に達してしまう。これは 2003 年の PISA 調査による，実験・観察により得ら
れた結果についての自分の考えをまとめたり，自分の言葉を使って表現する力が身に

付いていない生徒が多い，という指摘と一致する。  
 そこでこの単元では，物質の性質や特徴からそれを特定する実験方法を考え，その

結果について予想と照らし合わせてさらに考察し，それを説明することで，自分たち

の身の回りを取りかこんでいる物質のさまざまな変化は原子・分子の変化とともに起

こっているということに気付かせたい。また，この内容は実験結果を使って考え方を

指し示すことはできるが，原子・分子を実際に見せることは不可能である。そのため，

原子のモデルを使った考え方やモデルを使った説明を取り入れ，地球上の物質がさま

ざまな原子の組み合わせによってできていること，原子の組み合わせが変化すること

により全く性質の異なる物質ができることなどを実験・観察から気付き，理科への意

欲，関心を高めたい。  
 

3 単元の目標  
 【関心・意欲・態度】  
・原子・分子のつながりやその組み合わせに興味をもち，進んで実験による物質の変化

に着目して調べようとする。  
 【科学的な思考】  
・物質の分解によって生成した物質から，もとの成分を推定することができる。  
・さまざまな化学変化を原子・分子のモデルと関連付けて考えることができる。  

 【観察・実験の技能・表現】  
・熱や電流によって，物質を分解することができる。  
・実験によって得られた結果を表や図を使ってまとめることができる。  
・分子の構成を，モデルを使って表すことができる。  
【知識・理解】  
・物質は原子や分子からできていることを理解できる。  
・化学変化における物質の変化やその量的な関係について理解できる。  
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実験・観察の考察を説明するのは

実験・観察の考察をまとめるのは

実験・観察の考察を考えるのは

実験・観察の結果をまとめるのは

実験・観察をするのは

理科の勉強は

理科の授業は

好き 普通 苦手 嫌い
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4 単元の指導計画（10 時間扱い）  
単元  時数  学習内容  主な学習活動  評価規準  読解力をつけるための支援策

1 ・ベーキング
パウダーの正

体は？  

・炭酸水素ナトリ

ウムを入れたカッ

プケーキと，入れ

ていないカップケ

ーキ焼き上がりの

違いを調べる。  

【関】炭酸水素ナトリ

ウムを入れたケーキと

入れていないケーキの

違いについて興味をも

ち，進んで調べようと

する。  
【思】実験結果から，

加熱時に発生する物質

は気体だと説明でき

る。  

・2 つのケーキ
の違いを言葉や

図を使って表現

させることで，

その違いがなぜ

できたのかをワ

ークシートのヒ

ン ト か ら 考 察

し，まとめさせ

る。  
2 ・炭酸水素ナ
トリウムを加

熱してみよう  

・炭酸水素ナトリ

ウムを加熱し，生

成する物質の特徴

を調べる。  

【技】発生した気体が

二酸化炭素だと確認す

ることができる。  
【技・知】発生した液

体が水だと確認するこ

とができる。  
【思】実験結果から炭

酸水素ナトリウムと加

熱後の物質が異なる物

質だと説明できる。  

・加熱時に発生

し た 気 体 ・ 液

体・固体の特徴

を記録し，プリ

ントのヒントを

もとに，結果か

ら考察し，まと

めさせる。  

3 ・酸化銀を加
熱してみよう  

・酸化銀を加熱し，

生成する物質の特

徴を調べる。  

【技】前時の実験から，

必要な器具を考えて，

準備することができ

る。  
【思】実験結果から，

酸化銀と加熱後の物質

が異なる物質だと説明

できる。  

・加熱時に発生

した物質の特徴

を記録し，プリ

ントのヒントを

もとに，結果か

ら考察し，まと

めさせる。  

4 
 
・化学変化と

は何だろうか  
・化学変化，分解

について知る。  
・化合物の名称に

よって物質が予測

で きる こ と を知

る。  

【知】化学変化，分解

について理解できる。  
【思】化学変化と状態

変化の違いを説明でき

る。  

 

物  
 
質  
 
の  
 
変  
 
化  
 

5 ・塩化銅水溶
液に電流を流

してみよう  

・塩化銅水溶液に

電流を流し，生成

する物質の特徴を

調べる。  

【思】生成する物質を

予想し，その特定方法

を考えことができる。  
【技】生成する物質を

実験によって特定する

ことができる。  

・取り扱う物質

の名称から，生

成する物質を予

想し，その特定

方法を考えさせ

る。  
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5 本時の学習（本時７／10）  

(1) 目標  
○水がどんな物質からできているかに興味をもち，積極的に調べようとする。  
                           【関心・意欲・態度】 
○水を電気分解して発生する気体を予想し，その特定方法を考えることができる。      

                             【科学的な思考】 
○水を電気分解して，発生する気体を特定することができる。  

【観察・実験の技能・表現】  
   ○水の分解による気体の発生量の比が 2：1 であることを説明することができる。  

【知識・理解】  
 

6 
 
・塩酸に電流

を流してみよ

う  

・塩酸に電流を流

し，生成する物質

の特徴を調べる  

【思】生成する物質を

予想し，その特定方法

を考えことができる。  
【技】生成する物質を

実験によって特定する

ことができる。  

・取り扱う物質

の名称から，生

成する物質を予

想し，その特定

方法を考えさせ

る。  
7 
本

時  

・水に電流を

流してみよう  
・水に電流を流し，

発生した物質の特

徴を調べる。  

【技】電気分解装置を

使って水を電気分解

し，発生した水素と酸

素を確認できる。  
【関】水素と酸素は体

積比が常に 2:1 で発生
することに気付く。  

・分解の様子を

演 示 す る こ と

で，その実験方

法 を 考 え さ せ

る。  
・極による気体

の発生量の違い

がなぜおこるの

か を 考 え さ せ

る。  
8 ・水の分解で
水素と酸素が

2：1 で発生す
るのはなぜだ

ろうか  

・原子・分子につ

いて知る。  
・原子記号につい

て知る。  

【思】水は水素と酸素

の化合物で，水素と酸

素の原子が 2：1 で結び
ついていることを予想

できる。  
【知】分子について理

解できる。  

・原子と分子の

説明から、水の

電気分解による

水素と酸素の体

積比の原因につ

い て 考 え さ せ

る。  
9 
 
・原子カード

を作ろう  
・原子モデルのカ

ードを各自で作成

する。  

【関】原子について関

心をもち，カードを作

成しようとする。  

 

10 ・物質を原子
記号を使って

表してみよう  

・化学式の表し方

と分子をつくらな

い化合物について

知る。  

【知】化学式を使って

物質を表すことができ

る。  
【知】分子をつくらな

い化合物について理解

できる。  
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(2) 本時における読解力向上との関わり  
本時では，まず，水を電気分解するため，水酸化ナトリウム水溶液に電流を流すと，

陰極・陽極のどちらからも気体が発生することを演示し確認させる。そして，2 種類の
気体を特定するために，実験装置，及び気体の特定方法を考えさせる。  
また，発生した気体は体積比が常に 2:1 になることにも着目させ，その結果を自分の

言葉や表現方法（図や表）を使ってノートにまとめ，水を構成している物質とその結び

付きについての自分の考えを書かせることにより，読解力の向上を図る。  
 

(3) 展開  

過程  学習活動  
教師の働きかけと予想される生徒の反応

●教師の働きかけ  
・予想される生徒の反応  

評価及び指導上の留意点  
※ 指導上の留意点  
○評価  

導

入

15
分  

１前時のノート

を確認する  
 
 
 
 
２本時のテーマ

を聞く  

 
 
 
 
３演示実験を見

る  
４説明を聞く  
 
５演示実験を見

る  
 
 
 
 
６説明を聞く  

 
 
 
 
 
 
 
 
●水はどうやったら分解できる

と思いますか。  
・加熱分解  
・電気分解  
 
●純水に電流を流す。  
・変化しない。  
●水はそのままでは電流が流れ

ないので，水酸化ナトリウム水

溶液を使うことを伝える  
●水酸化ナトリウム水溶液に電

流を流す。  
・気体だ。  
・分解した。  
 
●水を分解すると，分解している

時にどんな変化があるか，ま

た，どんな物質が発生するかを

予想してみましょう。  
●もし，水に化学的な物質名をつ

けるとすれば，「酸化二水素」

になります。  
●分解している時，発生する気体

の量や，発生する極にも注目し

ましょう。  

 
 
 
○水がどんな物質からでき

ているかに興味をもち，積

極的に調べようとする。  
【関心・意欲・態度】（行動観察）

 
 
 
※水酸化ナトリウムを使用

する理由については深入

りしない。  
 
※水酸化ナトリウム水溶液

を使用する時には安全眼

鏡を利用するよう指示す

る。  
※同じ実験を何度か繰り返

し，その結果を読み取るよ

う指示する。  

水 を 分 解 し て み よ う

[読解力をつけるための方策 1]
実験ノートを次の時間
に確認することで，結
果・考察を図や言葉でま
とめる習慣をつける。

[読解力をつけるための方策 2] 
実験時に着目するポイン

トをあらかじめ伝えてお

くことで，思考の焦点化

を図る。  
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展

開

20
分  

 
 
７実験方法を班

で決定する。  
８器具を準備す

る。  
 
 
９実験を行う。  
 

 
 
●水を電気分解する方法を班毎

に、決めましょう。  
・両極から気体が発生しているの

で，電気分解装置を使うことを

決める。  
・気体の特定方法を考える。  
・実験器具を準備する。  
 
 
 
 
・陰極の気体の方がずっと多い。

・陰極はマッチの火を近づけると

音を立てて燃えた。  
・陽極は線香の火を入れると激し

く燃えた。  
・気体の量の比は常に 2:1になる。

○水を電気分解して発生する

気体を予想し，その特定方

法を考えることができる。

【科学的な思考】(行動観察・ノート )
 
 
 
 
 

○水を電気分解して発生す

る気体を実験によって特

定することができる。  
【観察・実験の技能・表現】

(行動観察・ノート ) 
○水の分解による気体の発

生量の比が 2：1 であるこ
とを説明することができ

る。  
【知識・理解】 (行動観察・ノート ) 

 
 
ま

と

め  
15
分  

10 実験結果をま
とめる。  

●片付けが終わった班から実験

の結果をノートにまとめまし

ょう。  

 

 
(4) 評価について  
・水がどんな物質からできているかを演示実験をみながら予想し，グループで話し合う

ことができた。                  【関心・意欲・態度】（行動観察） 
・発生する気体の予想からその特定方法と必要な実験器具を考えることができた。  

【科学的な思考】（行動観察・ノートの記述） 
・発生する気体を適切な実験によって特定することができた。  

 【観察・実験の技能・表現】（行動観察・ノートの記述）  
・水の分解による気体の発生量の比が水素：酸素＝2：1 であることを説明することがで
きた。                    【知識・理解】（行動観察・ノートの記述） 

 

[読解力をつけるための方策 3] 
実験結果をまとめる時間

を確保し、自分の言葉や

表現方法を使って結果と

考察を書かせる。  

水 を 分 解 す る と ， ど ん な 物 質 が 発 生 す る の だ ろ う か  

・電気分解装置・マッチ

・線香・燃えさし入れな

ど必要なもの
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6 成果と課題  
・実験ノートの確認をほぼ毎時間行うことで，結果と考察をまとめることに対する意欲

が高まった。  
・「○○さんのノートは図が使ってあっていいね」などと生徒のよさを広めることで，次

のまとめでさらによいものを目指す生徒が増えた。  
・始めはほとんど書けなかった生徒も，同じパターンでのまとめに繰り返し取り組ませ

ることで，自分の言葉で実験結果をまとめて表現できるようになった。  
・ 電気分解装置の説明が長くなりがちな授業だが，前時に塩酸の電気分解の実験を入れ，
電気分解装置の使い方を確認しておくことで，授業の焦点である実験に充分な時間を

確保することができた。  
・実験時に着目しておくポイントをあらかじめ伝えることで，生徒のほとんどが気体の

発生する場所や気体の量などに注目し，実験の目的をきちんと理解して，正しい結果

を読み取ることができた。  
・物質名と分解して発生する物質との関係（酸化銀は酸素と化合した銀など）を早い段

階で確認したため，物質名を見て分解して発生する物質を予想できるようになった。

これにより，発生する物質の特定方法などを自分で考え，必要な実験器具を準備する

ことができるようになった。  
・物質の予想が簡単にできるようになったため，実験方法の話し合いに積極的に参加で

きる生徒が増えた。  
・実験時間が長引いてしまうと，まとめに取りかかるタイミングが遅くなり，結果を書

き写すのもままならない生徒が出てきてしまうので，実験時間に加え，まとめの時間

も確保するための教師側の準備が重要である。  
 

【資料１】生徒が記入した実験ノート 
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【資料２】授業で使用したワークシート 

4.化学変化と原子分子  

 
print No.5 水を分解してみよう 

 

 水は，（            ）をすることができるが，

純 粋 な 水 は 電 流 が （        ） の で ，

（           ）水溶液を使って実験を行う。 
 
 

＜実験＞水を分解すると，分解している時にどんな変化があるか，また，

どんな物質が発生するかを調べてみましょう。 

＜方法＞どんな方法で調べればいいか，班で相談して考えよう。 
 

 
＜point＞ 
 発生した気体の量に注目しよう。 
 
結果と考察はノートにまとめよう。 


